
時代のニーズをとらえた保険�
　　　　ライフアカウント L.A.の�
        好調を受け、高い業績の伸びを実現しています。�新しい保険のカタチは、�

ここから始まった。�

時代は、アカウント型保険へ。�

お届けするのは、一生涯の  「安心」 です。�

昨年４月、明治生命は、それまでのわが国の生命保険の中心であった定期付終身保険にかわる�

まったく新しい保険 ライフアカウント L.A.を発売しました。�

以来、時代のニーズをとらえたアカウント型保険ならではの�

新しい仕組みと自在性の高さで、ライフアカウント L.A.は、数多くのお客さまから圧倒的なご支持をいただき、�

平成12年度の新契約高は、前年度比155.2％と高い伸び率を記録しました。�

�

今、まさに、未来へ向かって大きく成長しつづける明治生命は、�

21世紀の幕開けである今年、わが国近代的生命保険会社として初めて、創業120周年を迎えました。�

�

これからも、お客さまに選ばれるどこよりも優れた商品と、�

信頼される心のこもったフェイス・トゥ・フェイスのサービスをお届けしてまいります。�

ライフアカウント L.A.件数、�
前年度比140.0％と大幅増加�

「基礎利益」は、2,759億円�

個人保険・個人年金保険の新契約高（純新契約+転換による純増加）�

新契約高、前年度比155.2％と�
記録的な伸び率�
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平成12年度�
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 新契約件数（累計）�

　　：平成11年度 定期付終身保険件数�

　　：平成12年度 ライフアカウント L.A.件数�

71.7万件万件�71.7万件�

51.2万件�51.2万件�

大幅UP13兆3,610億円�

8兆6,100億円�

(前年度比は「定期付終身保険」との比較）�

1 2

　「基礎利益」は、保険本業の期間収益を示す指標のひとつで、平成12年度決算から公表しています。逆ざや額（約740億円）を埋め合わせた

うえで、平成12年度の「基礎利益」は、2,759億円となっています。�

　なお、「基礎利益」から、有価証券の売却損益や保険財務健全化のための臨時的な費用、税金などを差し引き、最終的な剰余の80％以上を

配当としてご契約者に還元しています。�


